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愛
知
県
に
所
在
す
る
５
件
の
山
車
ま

つ
り
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
は
、
県
民
の
一
人
と
し
て
大
い
に
誇
ら
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
山
車
ま
つ
り
が
世
界
的
に
評
価
さ
れ
、
国
内

に
お
い
て
も
文
化
財
的
価
値
が
広
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
で
、
一

層
の
保
存
・
継
承
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
愛
知
県
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
保
存
団
体
や
関
係
市
町
の

皆
さ
ん
と
手
を
携
え
て
、
愛
知
の
山
車
文
化
の
発
展
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
潮
干
祭
」
は
５
月
３
日
、

４
日
に
執
り
行
わ
れ
る
、
半
田

市
の
北
東
部
、
神
前
神
社
（
亀

崎
町
）
の
祭
礼
。
祭
神
で
あ
る

神
武
天
皇
の
上
陸
伝
説
に
ち
な

み
、
５
輌
の
山
車
が
潮
干
の
浜

へ
曳
き
下
ろ
さ
れ
る
こ
と
か
ら

「
潮
干
祭
」
の
名
が
つ
け
ら
れ

た
。
山
車
は
精
緻
な
彫
刻
、
豪

華
な
幕
な
ど
で
飾
ら
れ
、
精
巧

な
か
ら
く
り
人
形
の
技
芸
も
奉

納
さ
れ
る
。
３
０
０
年
の
長
き

に
わ
た
る
祭
の
伝
統
と
風
格

は
、
祭
礼
の
随
所
に
見
る
こ
と

が
で
き
、
今
日
に
至
る
ま
で
、

強
固
な
「
組
」
組
織
に
よ
っ
て

継
承
さ
れ
て
い
る
。

　
６
０
０
年
近
く
続
く
津
島
神

社
の
祭
礼
で
、
７
月
第
４
土
曜

に
宵
祭
が
、
そ
の
翌
日
に
朝
祭

が
行
わ
れ
る
。

　
宵
祭
で
は
、
旧
津
島
５
カ
村

か
ら
５
艘
が
４
０
０
個
余
の
ち

ょ
う
ち
ん
を
飾
り
、
月
夜
の
川

面
に
浮
か
ぶ
姿
は
幻
想
的
な
世

界
を
描
き
出
す
。

　
朝
祭
で
は
、
市
江
車
が
先
頭

に
加
わ
り
、
能
人
形
を
飾
る
な

ど
装
い
を
新
た
に
し
た
５
艘
と

と
も
に
川
を
さ
か
の
ぼ
る
。
途

ほ
こ

中
、
市
江
車
の
鉾
持
ち
衆
が
川

に
飛
び
込
む
姿
は
勇
壮
で
、
楽

け
ん
ら
ん

だ
ん

を
奏
で
な
が
ら
絢
爛
豪
華
な
車

じ
り楽
舟
が
進
む
さ
ま
は
あ
た
か
も

絵
巻
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
、
観
衆

を
魅
了
す
る
。

　
須
成
祭
は
、
須
成
地
区
の
氏

と
み
よ
し
た
け
は
や

は
ち

神
で
あ
る
冨
吉
建
速
神
社
・
八

け
ん剱
社
両
社
の
祭
礼
で
、
４
０
０

年
余
り
の
歴
史
が
あ
る
と
さ
れ

る
。
夏
の
疫
病
退
散
と
五
穀
豊

穣
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
、
８
月

第
１
土
曜
・
翌
日
曜
に
宵
祭
・

ま
き
わ
ら

朝
祭
が
あ
り
、
宵
祭
で
は
巻
藁

船
が
、
朝
祭
で
は
人
形
を
乗
せ

だ
ん
じ
り

た
車
楽
船
が
、
ま
ち
の
中
心
を

流
れ
る
蟹
江
川
に
浮
か
び
上
っ

て
い
く
さ
ま
は
優
美
で
あ
る
。

朝
祭
翌
日
に
は
、
祭
り
の
ご
神

よ
し

体
と
し
て
祀
ら
れ
た
葭
に
災
厄

み
よ
し

を
託
し
て
川
へ
流
す
「
神
葭
流

し
」
が
ひ
っ
そ
り
と
行
わ
れ

る
。

　
華
や
か
な

や

ま

車
山
が
古
い

町
並
み
を
巡

行
す
る
こ
と

で
有
名
な
犬

山
祭
は
、
針

綱
神
社
の
祭

礼
と
し
て
寛

永
�
（
１
６

３
５
）
年
に

始
ま
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
祭
り
に
は

犬
山
城
下
の
針
綱
神
社
氏
子
域

か
ら
、
３
層
の
車
山
�
輌
と
練

り
物
３
種
が
出
さ
れ
る
。
車
山

の
上
で
は
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ

る
か
ら
く
り
人
形
の
演
技
が
奉

納
さ
れ
る
ほ
か
、
手
子
連
に
よ

る
豪
快
な
車
山
の
曳
き
廻
し
や

お
は
や
し
方
子
供
連
の
着
る
金

じ
ゅ
ば
ん
な
ど
が
祭
り
に
華
を

添
え
る
。
夜
に
は
ろ
う
そ
く
の

と
も
さ
れ
た
提
灯
が
車
山
を
彩

り
、
夜
桜
の
下
の
巡
行
が
観
衆

を
魅
了
す
る
。
平
成
�
年
の
祭

り
は
４
月
１
日
、
２
日
開
催
。

　
知
立
神
社
の
祭
礼
で
あ
る

「
知
立
ま
つ
り
」
は
江
戸
時
代

か
ら
続
い
て
お
り
、
２
年
に
１けん

度
行
わ
れ
る
本
祭
で
は
豪
華
絢

ら
ん爛
な
５
台
の
山
車
が
奉
納
さ

れ
、
境
内
で
は
「
山
車
文
楽
と

か
ら
く
り
」
が
奉
納
上
演
さ
れ

る
。
山
車
の
上
で
人
形
浄
瑠
璃

を
上
演
す
る
山
車
文
楽
と
浄
瑠

璃
に
合
わ
せ
て
芝
居
形
式
で
上

演
す
る
山
車
か
ら
く
り
は
、
そ

の
上
演
形
態
の
独
自
性
か
ら
平

成
２
年
３
月
に
国
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
次
回
本
祭
は
、
平
成
�
年

５
月
２
日
、
３
日
。
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ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
　
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
無
形
文
化
遺
産
の
認
知

度
を
高
め
、
保
護
し
て
い
く
と
い
う
理
念
の
も
と
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化

機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
が
２
０
０
３
年
の
条
約
で
つ
く
っ
た
制
度
。
主
な
分
野
と

し
て
は
、
祭
礼
行
事
や
伝
統
工
芸
技
術
な
ど
５
分
野
で
、
各
国
か
ら
推
薦
さ
れ

た
も
の
を
審
査
し
、
登
録
す
る
。
現
在
、
制
度
に
は
１
７
０
カ
国
が
参
加
、
前

回
ま
で
で
３
３
６
件
が
代
表
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
（
エ
チ
オ
ピ
ア
）
で
開
催
の
第
�
回
ユ
ネ

ほ
こ

ス
コ
政
府
間
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
の
「
山
・
鉾
・
屋
台
行

事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
代
表
一
覧
表
に
「
記
載
」

と
の
決
議
が
な
さ
れ
た
。
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
に
つ
い
て

は
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
を
一
括
し
て
提
案
す
る
も

の
で
、
全
国
に
所
在
す
る
�
件
の
行
事
の
う
ち
、
愛
知
県
は
全

国
最
多
の
５
件
が
所
在
し
て
い
る
。
登
録
に
よ
り
文
化
的
価
値

が
広
く
認
識
さ
れ
る
と
と
も
に
、
保
存
・
継
承
の
取
り
組
み
へ

の
促
進
、
地
元
の
活
性
化
や
、
伝
統
文
化
全
体
へ
の
波
及
効
果

な
ど
も
期
待
さ
れ
る
。
登
録
が
決
ま
っ
た
地
元
で
は
、
関
係
者

や
住
民
ら
が
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。


